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日本語要旨 

私はダラムサラで 3 ヶ月半、図書館や家庭教師のもとチベット語を学習した。図書館では週５日、

会話と文法の授業をそれぞれ午前中１時間ずつ受講した。受講生は１５人ほどで、すべて外国人であ

った。私は図書館でチベット語をたくさん話した。なぜなら、図書館の職員はチベット人であり、外

国人はみなチベット語を勉強しに来ているのでチベット語で会話をするからである。月曜から土曜ま

で、午後４時から家庭教師のペマ先生の家に通った。私は、前日に先生と話した内容や自分がしたこ

となどについて作文を書き、添削してもらった。時々、先生はダラムサラやチベットの文化について

話をしてくれ、少しチベットの文化について知ることができた。授業がない時は、ルンタレストラン

でボランティアとして働き、尼僧や知り合いと話をした。 

ダラムサラの後はタワンへ移動し、診療所や僧院、尼僧院、村などでチベット語を用いて調査をし

た。 

現在は、辞書を見ればチベット文字で文章を書くことができる。また、チベット語が理解できるよ

うになったが、完全に理解できるわけではない。チベット人と話す時など、相手がゆっくり話してく

れると聞きとることができるが、早く話されると聞きとることができない。今後、一層、チベット語

学習に努めたい。ダラムサラやタワンでの滞在はとても充実したものであった。 

 


